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きいて・めもして・こたえよう 小3　No.02

リコーダーの　れんしゅうの　しかた

名前
なまえ

聞くめあて 「手順」と「気をつけること」を、番号をつけてメモしましょ
き てじゅん き ばんごう

う。
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⑤
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リコーダーの　れんしゅうの　しかた 小3　No.02｜説明｜先生用（放送のすすめ方・放送文・めものれい・こたえ）

すすめ方

① 中央の点線で山折りにして、「めも」の面だけを表にする（問題を先に見せない）。
② この放送文を先生が読む（または用意した音声を流す）。読む回数：2回。聞きながらメモを

取らせる。

③ 放送が終わったらプリントを開き、メモを見ながら問題に答えさせる。

放送文

今日から　はじまる、リコーダーの　れんしゅうの　しかたを　説明します。じょうず

に　なる　こつが　三つ　あります。

一つ目は、指の　おき方です。あなを、指の　はらで　しっかり　ふさぎます。すきま

が　あると、きれいな　音が　出ません。

二つ目は、いきの　入れ方です。「トゥー」と　言うように、そっと　やわらかく　いき

を　入れます。強く　ふきすぎると、ピーッと　高い　音が　なって　しまいます。

三つ目は、しせいです。せなかを　のばして、リコーダーを　少し　前に　かたむけて　

もちます。

れんしゅうする　ときは、まわりの　人の　音も　聞いて、みんなで　そろえると　も

っと　きれいに　なります。

めものれい

①指の　はらで　あなを　ふさぐ（すきま×）

②いき「トゥー」そっと（強すぎ→高い音）

③しせい　せなか　のばす・少し前に

④まわりの音も　聞いて　そろえる

こたえと かいせつ

（1）指の　はら

「あなを、指の　はらで　しっかり　ふさぎます」と　言って　いました。す

きまが　あると　音が　出ません。

（2）ア

「『トゥー』と　言うように、そっと　やわらかく　いきを　入れます」の　部

分です。

（3）ア（ピーッと　高い　音が　なる）

「強く　ふきすぎると、ピーッと　高い　音が　なって　しまいます」と　言

って　いました。

（4）のばす（せなかを　のばす）

「せなかを　のばして、リコーダーを　少し　前に　かたむけて　もちます」

の　部分です。
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